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＜抄 録＞ 

 本研究の目的は，生成 AI の基本的な仕組みや活用方法を学ぶためのリテラシー教材を小学生向けに開発し，その可能性を

検討することであった．文部科学省の初等中等教育段階における生成 AI の利活用に関するガイドライン（Ver.2.0）を参考

に，5 回の単元計画と学習プロセスを設計し，動画教材や体験活動，確認テストを組み合わせた学習環境を構築した．特に，

「生成 AI 自体を学ぶ」ことや「使い方を学ぶ」ことの観点から生成 AI の適切な活用を促す内容とし，児童が主体的に判断し

活用できる力の育成を目指した．今後は，実際の授業での効果検証と教材の継続的な改善が課題である． 
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１ はじめに 

（１）生成AIの教育活用  

 生成AIの登場に伴い様々なメリット・懸念が指摘される

中，文部科学省は令和5年7月に「初等中等教育段階におけ

る生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン」を策定・

公表した．その後も，マルチモーダル化やRAGなど生成AI

の技術革新やそれらを活用したサービス開発・社会実装が

飛躍的なスピードで進展している． 

そして，本ガイドラインは，生成AIの概要，基本的な考

え方を示した上で，学校現場において押さえておくべきポ

イントとして，利活用する場面や主体に応じた留意点につ

いて，現時点の知見を基に可能な限り具体的に示すなど行

い，「初等中等教育段階における生成 AI の利活用に関す

るガイドライン（Ver.2.0）（令和6年12月26日公表）」

（以下、「ガイドライン（Ver.2.0）」とする）へと改定

された．ガイドライン（Ver.2.0）では，学校現場におい

ておさえておくべきポイントとして，①教職員が校務で利

活用する場面，②児童生徒が学習活動で利活用する場面，

③教育委員会等が押さえておくべきポイントに分けられて

いる．とりわけ，「児童生徒の学習活動」で活用を行うこ

とについては，様々な関心が寄せられている．ガイドライ

ン（Ver.2.0）では，児童生徒の学習活動に関して，「生

成AI自体を学ぶ場面」，「使い方を学ぶ場面」，「各教科

等の学びにおいて積極的に用いる場面」を組み合わせたり

往還したりしながら，生成AIの仕組みへの理解や学びに生

かす力を高めることが示されている．一方で，「生成AI自

体を学ぶ場面」や「使い方を学ぶ場面」に関して，具体的

で有用な教材はまだ少ないのが現状である． 

（２）本研究の目的 

そこで，本研究はガイドライン（Ver.2.0）で示されて

いる「生成AI自体を学ぶ」や「使い方を学ぶ」という視点

から，生成AIリテラシー教材を開発し，その可能性につい

て検討することを目的とした． 

 

２ 方法 

（１）研究の対象（想定） 

本研究の対象（想定）としたのは，小学校での利活用で

ある．ガイドライン（Ver.2.0）では，小学校段階の児童

が直接利活用することについては，発達の段階等を踏まえ

たより慎重な見極めが必要としており，情報モラル教育や

プログラミング教育の一環として教師による生成 AI との

対話内容を数多く提示することなどを通じて基本的な事項

を学んだり，生成AIに関する体験を積み重ねることで生成

AIについての冷静な態度を養ったりしていくことが重要と

示している．このことから，小学校段階における利活用に

焦点を当てて教材開発を行うこととした． 

（２）研究の方法 

①単元計画の作成 

「初等中等教育段階における生成 AI の利活用に関するガ

イドライン（Ver.2.0）」を参考にしながら，必要な内容

について抽出し，全５回の単元化（試行案）作成した． 

②学習内容の検討及び開発 

 「生成AI自体を学ぶ」や「使い方を学ぶ」ことが初めて

の児童に対しても，興味や関心を持ったり取り組みやすい

内容について検討を行った．この内容をベースに，ガイド

ライン（Ver.2.0）や生徒の実態を踏まえながら，教材の

開発を行った． 

 

３ 結果 

（１）単元計画 

 単元計画については，学校で使いやすいことや児童生徒

の学習活動に関して，様々な活用の場面を踏まえて，全５



 

 

   

 

 

回の内容で構成した（表１）．この内容は，生成AIの進化

に随時対応していくことを前提として，ガイドラインを参

照しながら，教員・生成AIに関する団体・企業・大学生な

どが連携をしながら，内容について検討を行った． 

表１ 教材の単元計画 

回数 内容 

① 生成AIとは何か 

② 生成AIの仕組みと使い方 

③ 生成AIと情報モラル① 

④ 生成AIと情報モラル② 

⑤ 生成AIを使った創造的活動 

 

（２）学習内容の検討及び開発 

 学習内容については，対象とする学齢などを考慮しなが

ら，学ぶことに加えて実際に体験することができる内容で

構成することとした．学習のフレームとしては，以下の流

れとした（表２） 

表２ 学習のプロセス 

① 動画視聴（５～１０分） 

② 生成AIを体験する（スクールAIを使用） 

③ 確認テスト 

 

①動画の作成 

生成AI自体について学ぶためには，教員側の生成AIに関

する知識や指導が不可欠である．一方で，現状として十分

に研鑽の機会が確保できているとは言えない．そこで，活

用の利便性なども鑑みて，５～10分程度の動画を作成する

こととした． 

②生成AIを体験する 

ここでは，動画で見た内容について，実際に生成AIを体

験的に活用し理解を深めることが狙いである．本研究にお

ける生成AIリテラシー教材の作成に当たっては，株式会社

みんがくが提供する「スクールAI」を活用した．教育に特

化しており，これまでも学校現場で実績があることなどを

理由に選定をした． 

③確認テスト 

①及び②で学んだ内容に関して，確認テストを作成し

た．児童生徒の理解度について図れるようにした．問題の

形式は，○×形式での内容とした． 

 

４ 考察 

本研究では， 「生成AI自体を学ぶ」ことや「使い方を

学ぶ」という視点から，生成AIリテラシー教材を開発し，

その可能性について検討することであった．生成AIと教育

に関係する多様なメンバーが関わりあうことで，多様な視

点を踏まえた教材の作成を行うことができたと考える．本

研究で作成した生成AIリテラシー教材は，急速に進化する

生成AI技術に対し，児童生徒が適切に向き合い，安全かつ

効果的に活用する力を育むための有効な手立てとなり得る

ものである．特に，情報を鵜呑みにせず主体的に判断する

態度や，倫理的な視点を身につけることを目指した構成

は，情報教育の充実に寄与することが期待される． 

しかしながら，現段階では学校現場での実装には至って

おらず，今後は実際の授業における効果検証や，教師の指

導力を支援する仕組みづくりが重要な課題である．また，

生成AIの進化は日々加速しており，教材自体も継続的な見

直しと改善が求められる．今後も現場のニーズと技術動向

を注視しながら，より実効性の高い教材開発と実践に取り

組んでいきたい． 
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